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民生委員児童委員の日 活動強化週間

　民生委員児童委員制度の始まりは、大正6年に岡山県で誕生した「済世顧問制度」で
す。当時は、生活に困っている方の救済が主な活動でしたが、時代とともに役割は変化
し、現在は地域の身近な相談相手として、地域のみなさんの立場に立って相談に応じ、
適切な関係機関につなぐ「パイプ役」として活動しています。

＜重点目標＞

民生委員児童委員の日

一、地域のつながり、地域の力を高めるために活動します
一、さまざまな課題を抱える人びとを支えるために活動します
一、民生委員児童委員制度を守り、発展させていくために活動します

　毎年、5月12日～18日は民生委員児童委員の活動を広くアピール
するための強化週間として、全国一斉に様々な活動に取り組まれて
います。
　大田市民生児童委員協議会では、5月12日の「民生委員児童委員
の日」にあわせ、楫野市長に「メッセージの伝達」を行いました。
伝達したメッセージでは、「誰もが笑顔で、安全に、安心して暮らせ
る社会づくり」を目指して取り組まれる重点目標が宣言されました。

船木副市長にメッセージを伝達船木副市長にメッセージを伝達
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　　　　　　　　　　　　　　　　　令和5年5月30日、『令和5年度地域福祉部会研修会』を開催
　　　　　　　　　　　　　　　　しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　研修は2部構成で、研修Ⅰでは認知症の理解をテーマに、
　　　　　　　　　　　　　　　　「認知症サポーター養成講座」を受講し、よく耳にする「認知症」
　　　　　　　　　　　　　　　　について大田市地域包括支援センターの職員で、キャラバン・
　　　　　　　　　　　　　　　　メイトでもある神崎氏、山形氏のお二人よりお話を伺いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　認知症を引き起こすおもな病気についての基礎知識や、そ
　　　　　　　　　　　　　　　　の症状、認知症になった本人に何が起こっているのか、また
　　　　　　　　　　　　　　　　は日常生活にどのような支障が出てくるのかなどについて知
　　　　　　　　　　　　　　　　ることができました。
　そのほか、地域でどのような支援ができるのか、認知症の人と接する際の心がまえや基本姿勢
についても、お話や映像を通じて学ぶことができました。
　研修Ⅱでは、支援制度の理解をテーマに、「成年後見制度とは」と題し、大田市成年後見支援
センターの水田氏と郷原氏よりお話を伺いました。
　成年後見制度は、認知症のほか、知的障がいや精神障がいなどにより、判断力が不十分になり、
法律行為を一人で行うことが困難になった方に対し、法的に保護し、本人の意思を尊重した支援
を行う制度です。
　制度について理解を深め、地域で認知症の方やそのご家族を見守る中で、時にこのような制度
へつなげていくことが必要になるかもしれません。
　また、専門職後見人の少ない大田市では、市民後見人養成講座を
開催しており、今年も6月より講座が始まります。
　市民後見人として認知症の方を支えるというのも地域でできる
支援の方法の一つではないでしょうか。
　認知症の本人は「何もわからない」人ではなく、わからなくなっ
ていることに対して不安や辛さを抱えながらご自身の意思もしっか
り持っているということ、その家族も様々な思いを抱えているとい
うことを理解することが大切であると学びました。
　認知症は身近な病気です。正しく理解し、認知症の本人やその
家族を自分ができる形で応援していくことが大切だと感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市民一人ひとりが自分らしい終末期を迎えるためには、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元気なうちに「人生の最期の時間をどこで過ごし、どのよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うな医療を受けたいか」を考えておくことが大切です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会福祉協議会と大田市医療政策課は、「もしものとき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の医療」についてご家族等と話し合う（＝人生会議をする）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きっかけとなるよう、講話と寸劇（わたしの町の看護師さん
による）による「人生会議」（ACP：アドバンス・ケア・プランニング）の普及・啓発活動をおこなっています。
所要時間は約1時間で、参加者には、パンフレット「もしものときに受けたい医療（医療への希望などを
記載する事前指示書つき）」を無料でお配りしております。問い合わせ・申込み先は、以下のとおりです。
 　《パンフレット》
 大田市社会福祉協議会
 TEL : 0854-82-0091
 FAX : 0854-82-9960
  　 《講話・寸劇》
 大田市役所医療政策課
 TEL : 0854-83-8058
 FAX : 0854-82-1675

令和５年度 地域福祉部会研修会を開催しました令和５年度 地域福祉部会研修会を開催しました
～大田市民生児童委員協議会より～

もしものときの
　医療について
もしものときの
　医療について



大田市子育て支援団体連絡会

（３）

大田市社会福祉協議会　  ０８５４-８２-００９１

送付媒体

利 用 料 無 料

広報おおだ（毎月）、市議会だより（年４回）、社協だより（偶数月）、
身障の友（年３回）、暮らしの情報（年度末・検診情報、ゴミの出し方など）

発行内容

社協だより 第106号 2023.6

　大田市社会福祉協議会では、視覚障がい等により、広報
誌などの文字による情報を入手することが困難な方に対し、
文字を音声に訳した「声の広報」発行事業を行っています。
　「声の広報」制作にあたっては、広報音訳ボランティア
「ベルの会」のご協力をいただいています。
　「声の広報」の利用を希望される場合やお問い合わせに
ついては、下記の問合せ先へご連絡ください。

再生環境により以下の３種類よりご希望のものを選択できます。
デイジー図書、ＣＤ、カセットテープ

こんにちは！大田市子育て支援団体連絡会です！

大田市子育て支援団体連絡会（事務局：大田市社会福祉協議会 地域福祉課）

問合せ先

　大田市子育て支援団体連絡会は、大田市内の子育てサロン
や子育て支援に関わる団体・組織でつくるネットワークです。
地域のみんなで子育てを応援・サポートできる環境づくりを
めざしています！

登録するだけで

 情報を 　
  ゲット！！

ＬＩＮＥで子育て情報をお届けします
大田市内の子育て支援活動・イベント情報
などを随時お届けします。
ぜひ  友だち追加  をお願いします♪

大田市子育て支援団体連絡会 公式アカウントはこちら →
ＱＲコード読み込みで簡単登録
または ＬＩＮＥ ＩＤ：＠172oxsnk  で検索

声の広報（音訳広報）発行事業を行っています

問合せ先

昨
年
の
子
育
て
サ
ロ
ン
交
流
会
の
様
子
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石見法律相談センター
ふくしよろず相談 司法書士相談 パソコン相談

生　活　相　談
面談相談

※司法書士相談、パソコン相談、面談相談は事前予約が必要です。

大田市社協職員 司法書士担　当 弁護士
９時～１７時 １０時～１２時

本所・各支所

月曜日～金曜日

本所

毎月第２火曜日
（要予約）

本所
金曜日
（要予約）

　暮らしの困りごと、
　悩みごとに関する
　総合的なサポート
 （電話・来所・訪問）

　相続問題、
　不動産登記、
　名義変更など

法的な問題、法的手続きなど

時　間

日　程

内　容

予　約
問合せ

会　場
大田市社会福祉協議会

毎月第３金曜日（原則）
（要予約）

おおだふれあい会館

大田市社会福祉協議会

１０時～１５時４０分（相談時間４０分）

ふくしよろず相談窓口
　0854-84-7577

石見法律相談センター本所 0854-82-0091
温泉津支所 0855-65-3950
仁摩支所 0854-88-4421

　0855-22-4514

８月21日（月）
10:00～15:30（相談時間45分）
大田市民会館  2階場所

日時

◆ 予約方法：大田市社会福祉協議会（　0854-82-0091）にお申し込み
　 　　　　　ください。
　 　　　　　定員になり次第、締め切らせていただきます。
◆ 料　　金：無　 料
◆ そ の 他：予約をされる際に相談内容について、事前に聴取をさせて
　 　　　　　いただきます。

　関西大学法科大学院の市民無料法律相談が、大田市民会館で実施されます。
　この取り組みは、弁護士が少ない地域に弁護士と学生を派遣し、地域社会にどの
ような貢献ができるかを探る試みとして実施するものです。
　法科大学院学生への教育の一環として行うもので、相談者の了解を得て学生が
立会い、質問、助言などを行うことがあります。
　相談については、次のとおりです。

関西大学法科大学院の市民法律相談関西大学法科大学院の市民法律相談
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「衣類ドライブ（夏物）」を開催！

本ページの問い合わせ先⇒ 大田市社会福祉協議会  地域福祉課　島田・飯田

大田市民センター4階
7/4（火） 9：30～12：00

講座：災害時のボランティア活動のいろは（仮題）

説明者：大田市社会福祉協議会
説　明：非常時に支え合うために（仮題）
講師：森本　智喜（日野ボランティア・ネットワーク）

内容

大田市社会福祉協議会の電話・FAXまたは、メール、LINEにて申込みください。
※メール、LINEでの申込みは「災害時のボランティア講座」と送信してください。

申込方法

　災害時のボランティア活動を行う上での目的や考え方をはじめ、
災害ボランティアセンターの役割について学びます。
　「何のために？」「私にできそうなことって？」について、講座
を通じてまず一緒に考えてみることからはじめてみませんか？

回収期間
11/6（月）～11/17（金）
バザー

11/24（金）～11/27（月）

衣類ドライブ（冬物）

たくさんのご協力・ご来場ありがとうございました(^^)

災害時のボランティア講座  参加者募集中！

　古着を回収し、無料のバザーで必要な方に提供
する『衣類ドライブ』を開催しました。
　今回は夏物を中心に衣類の回収を呼びかけ、
集まった衣類を5/28～5/31の期間で大田市民セ
ンター１階和室を会場に、必要とされる方へ提供
させていただきました。
　バザー会場には延べ126名の方にご来場いただ
き、たくさんの衣類の中からお好みのものを楽し
そうに探される様子や、他の来場者の方と談笑される様子が見られ、参加や交流の機会として
も大変ご好評をいただきました。
　次回は冬物を中心に下記の日程での開催を予定しています。ぜひ多くの方の衣類のご提供や
バザーへのご来場をお待ちしております！

　　　  申込締切
6/20（火） → 6/28（水）
※締切日を延長しました。
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お知らせ催し

募集情報局情報局情報局
（７） （６）

大田市シニアクラブ連合会

〝 〝ずっと つながる

〝 ホッと つたわる〝

〒694-0064 大田市大田町大田イ128番地
　　　　　ＴＥＬ０８５４－８４－０２６６
　　　　　ＦＡＸ０８５４－８２－９９６０
月曜日・木曜日 8：30～17：00（祝日休）

友
愛
奉仕 健

康（事務局）

社協だより 第106号 2023.6

令和5年度 大田市シニアクラブ連合会事業計画

〇活動支援及び次世代を担う若きリーダーの育成
〇健康づくり・介護予防活動の推進
〇楽しむことを追求し時代に合わせた事業の推進

組織の充実・魅力ある活動づくり

〇支え合う仲間づくり事業（友愛活動）
〇世代間体験交流と子育て支援事業（伝承・異世代交流）
〇温泉津ブロック福祉大会（開催予定）
〇仁摩ブロック福祉大会（開催予定）
〇久手町「ふれあい大会」（開催予定）
〇福祉展-作品展示会-（令和6年3月2日（土）・3日（日）開催）
〇広報・情報の収集発信（広報誌の発行）

地域を元気にする活動

〇ダイヤゾーン・ボール大会（5月29日開催済み）
〇グラウンドゴルフ大会 -県大会予選会-（7月10日（月）開催）
〇温泉津ブロック健康スポーツ大会（開催予定）
〇仁摩ブロック健康スポーツ大会（開催予定）
〇グランドゴルフ大会（9月19日（火）県老連主催  出雲ドームで開催）
〇大田ブロック健康スポーツ大会（10月12日（木）開催）
〇スポーツ吹矢教室（随時受付中）
〇健康教室（各地域にて指定10クラブ）
〇体力測定会（単位クラブで地域にて開催）

健康づくり・介護予防事業

〇活動推進研修会（9月14日（木）開催）
〇囲碁・将棋大会（10月26日（木）開催）
〇芸能大会（令和6年2月9日（金）開催）

文化・研修事業

大田市シニアクラブ連合会
「一般功労者表彰」

受賞者の皆様おめでとうございます

一般功労者（個人）

大田ブロック （祖式町）　　愉親会　  石　原　　  矩 　 様
大田ブロック （祖式町）　　愉親会　  石　原　和　子 様
大田ブロック （久手町）　　寿　　会　  門　谷　省　吾 様

令和５年度 ダイヤゾーン・ボール大会

うまく入るかな？

前
回
よ
り
も

 

記
録
を
伸
ば
す
ぞ
!!

　令和５年度 ダイヤゾーン・ボール大会を5月29日（月）、温泉津総合体育館にて開催しました。
当日は40名の参加があり８チームで競技開始。ホールインワン賞が４本出て、元気で賑やかな
大会となりました。

結果は次のとおりです。
　優　勝　井田しあわせ会
　準優勝　温泉津　梅
　ホールインワン賞（敬称略・順不同）
　鷲 原 良 敬　　安倍富美子
　槙 原 節 子　　森 川 慶 子
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大田市社会福祉協議会は福祉活動を中心に活動していますが、人権に関する内容も多くあります。「石見銀山遺跡と
その文化的景観」を世界遺産に登録したユネスコは「人類の平和と人権の尊重」をめざしています。
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五
十
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中
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真
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石
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千
郷

　
　
　

佐
々
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（８）

ごあいさつごあいさつ

　
　
　
　
　
大
規
模
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

　
　
　
　
経
て
、
社
会
は
大
き
く
変
化
し

　
　
　
　
ま
し
た
ね
。
そ
れ
に
は
「
価
値

　
　
　
　
観
」
も
含
ま
れ
て
い
る
と
思
い

　
　
　
　
ま
す
。
今
ま
で
何
気
な
く
存
在

　
　
　
　
し
て
い
た
も
の
、
当
然
と
さ
れ

　
　
　
　
て
い
た
も
の
、
一
所
懸
命
に

　
　
　
　
守
っ
て
き
た
も
の
、
様
々
な
も

　
　
　
　
の
が
そ
の
基
盤
の
機
能
不
全
に

よ
っ
て
変
化
を
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
年
５
月
に
社
会
は
大
き
な
転
機
を
迎

え
、
そ
の
機
能
は
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
も
と
て
も
大
切
な
意
味

を
持
つ
で
し
ょ
う
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の

価
値
観
や
や
り
方
を
ベ
ー
ス
に
考
え
る
の

で
は
な
く
、
変
化
も
ふ
ま
え
て
プ
ラ
ス
転

換
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。　
（
小
谷
）

編集後記編集後記編集後記

在

ティア
ら完全復 向けて

　　　　　　　　　4月から大田市社会福祉協
　　　　　　　　議会の事務局長となりました
　　　　　　　　大谷  積（おおたに つもる）
　　　　　　　　です。よろしくお願いします。
　　　　　　　　　行政職員として永く勤めて
いましたので、地域福祉について少なからず
承知しているつもりでしたが、これまで見えな
かったものに気づかされる毎日です。特に、平成
30年4月に発生した島根県西部地震については、
発生から5年が経過してもなお、ブルーシートで
応急措置を続ける家屋が市内で30軒程度存在
しています。
　社会福祉協議会では引き続いてボランティア
の皆さんの協力を得ながら完全復興に向けて
取り組んでまいります。


